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第2小委員会（業務）前田小委員長（金沢地本）

◆
定
期
委
員
会
で
強
調
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
「
J
R
西
労
組
で

い
い
」
じ
ゃ
な
く
て「
J
R
西

労
組
が
い
い
」
を
目
指
す
。

◆
い
ろ
ん
な
政
策
を
会
社
に
提

言
し
、
実
現
さ
せ
る
力
の
あ
る

労
働
組
合
が
必
要
だ
。
と
の
、

認
識
を
し
て
も
ら
う
の
が
我
々

の
努
め
で
あ
る
。

◆
東
の
情
勢
が
現
在
進
行
形
な

の
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
る
。

◆
４
月
に
青
女
委
員
が
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
入
社
式
で
ビ
ラ
配
り
。

◆
来
年
は
２
月
ぐ
ら
い
に
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
開
催
。

◆
京
都
地
本
「
お
悩
み
交
換

会
」
を
10
年
以
上
開
催
。

◆
男
性
も
女
性
も
１
割
ぐ
ら
い

が
、
不
妊
治
療
を
経
験
。

◆
総
合
職
で
あ
ろ
う
が
、
プ
ロ

採
で
あ
ろ
う
が
、
契
約
社
員
で

あ
ろ
う
が
、
J
R
西
労
組
の
組

合
員
の
み
な
さ
ん
は
、
ど
こ
に

い
っ
て
も
仲
間
が
い
る
。

◆
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
で
き

て
よ
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

◆
制
度
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
男

性
の
意
識
改
革
が
必
要
。
制
度

を
作
っ
て
も
風
土
が
課
題
。

◆
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
役
員

に
な
れ
る
よ
う
、
子
供
を
つ
れ

て
活
動
で
き
る
J
R
西
労
組
運

動
を
目
指
し
た
い
。

◆
本
部
大
会
を
各
エ
リ
ア
で
開

催
し
て
い
る
の
は
、
準
備
地
本

の
組
織
力
が
強
化
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。

◆
職
場
復
帰
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
資
格
を
持
っ
た
職
場
に
戻
っ

て
い
た
だ
け
る
風
土・し
く
み
を

つ
く
っ
て
い
く
。

◆
鉄
道
の
仕
事
は
、
技
術
・
技

能
を
積
み
重
ね
て
い
く
資
格
職

の
職
場
で
あ
る
。

◆
青
女
に
は
仲
間
作
り
と
い
う

大
切
な
仕
事
が
あ
る
。

◆
ご
遺
族
担
当
と
し
て
奮
闘
し

て
い
る
仲
間
が
、
こ
こ
で
発
言

を
し
て
く
だ
さ
る
。
こ
れ
が
ほ

ん
と
う
の
J
R
西
労
組
の
力
。

◆
西
バ
ス
、
中
バ
ス
の
新
採
の

J
R
西
労
組
加
入
に
感
謝
し
た

い
。

◆
仕
事
を
辞
め
ず
に
働
き
続
け

る
に
は
、
周
囲
の
理
解
も
必

要
。

◆
「
女
性
ば
か
り
を
優
遇
す
る

の
は
ど
う
か
」
の
声
、
感
慨
深

い
。
配
慮
が
必
要
な
こ
と
も
当

然
あ
る
だ
ろ
う
。
議
論
し
て
い

き
た
い
。

◆
他
労
組
は
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
、
い
ろ
ん
な

方
法
を
使
っ
て
誘
っ
て
く
る
。

警
戒
す
べ
き
で
あ
る
。

 

城
副
委
員
長
、
羽
野
企
画
・
総

務
部
長
、
福
本
業
務
部
長
、
禅

野
賃
金
対
策
・
教
育
部
長
、森

業
務
部
次
長
、
山
下
業
務
部
次

長
、
米
村
特
別
執
行
委
員
長

（
新
幹
線
協
議
会
）、
飯
田
営
業

部
会
長
、
大
石
営
業
部
会
長
、

山
中
工
務
部
会
長
、
江
上
間
接

部
会
長
、
永
尾
関
連
業
務
部
会

長
、
弥
栄
医
療
部
会
長

　

第
２
小
委
員
会
は
、
中
央
本
部
か
ら
14
名
、
委
員
74
名
中
70
名
が
出
席
。
小
委
員
長
に
は
、
前
田
委
員
（
金
沢
地
本
）
が

選
出
さ
れ
た
。
冒
頭
、
城
副
委
員
長
か
ら
「
触
車
事
故
防
止
準
則
」「
伯
備
線
触
車
死
亡
事
故
」「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」

「
駅
の
業
務
体
制
の
見
直
し
」「
バ
ス
地
本
の
課
題
」「
医
療
の
課
題
」
等
に
つ
い
て
、
課
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。
43
名
の
委
員

か
ら
発
言
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
最
後
に
、
城
副
委
員
長
が
総
括
答
弁
で
、「
〝
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
話
し

合
う
こ
と
〞
が
、〝
安
全
で
安
心
な
職
場
〞
を
作
る
唯
一
の
近
道
で
あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

金
沢
地
本
・
狩
野
委
員　

村
椿

委
員　

上
浦
委
員

京
都
地
本
・
西
川
委
員　

徳
原

委
員　

飯
山
委
員　

大
塚
委
員 

大
阪
地
本
・
青
谷
委
員　

髙
橋

委
員　

白
井
委
員　

田
中
委
員

松
本
（
成
）
委
員　

坂
本
委
員

松
本
（
博
）
委
員

和
歌
山
地
本
・
林
委
員　

神
戸
地
本
・
田
中
委
員　

大
路

委
員　

服
部
委
員　

尾
原
委
員

福
知
山
地
本
・
合
田
委
員

岡
山
地
本
・
古
武
委
員　

小
塚

委
員　

栄
委
員　

植
田
委
員  

米
子
地
本
・
吉
田
委
員　

尾
川

委
員　

堀
江
委
員

広
島
地
本
・
森
岡
委
員　

筒
井

委
員　

内
田
委
員　

槌
野
委
員

長
岡
委
員

福
岡
地
本
・
佐
々
委
員　

山
田

委
員　

田
中
委
員

西
バ
ス
地
本
・
織
田
委
員　

中
バ
ス
地
本
・
大
谷
委
員

本
社
総
支
部
・
山
本
委
員　

峯

委
員　

内
田
委
員　

早
田
委
員

齋
野
委
員　

猿
渡
委
員

新
幹
線
協
議
会
・
小
坂
委
員

●
本
点
検
、
整
備
に
あ
た
る
グ

ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
社
員
に

対
し
、
必
要
な
物
資
の
確
保
と

労
働
安
全
、
衛
生
に
つ
い
て
、

会
社
か
ら
の
積
極
的
な
後
方
支

援
を
お
願
い
す
る
。

●
避
難
指
示
が
出
て
い
る
状
態

で
、
災
害
警
備
に
あ
た
る
社
員

の
安
全
確
保
が
大
切
で
あ
る
。

●
山
師
と
契
約
し
、
沿
線
樹
木

の
管
理
を
任
せ
て
み
て
は
。

●
働
き
方
改
革
は
環
境
改
革
。

労
働
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
協
力
会
社
が
求
め
る
労
働

環
境
の
改
善
を
お
願
い
す
る
。 

●
在
来
線
か
ら
新
幹
線
へ
の
人

材
運
用
を
や
め
、
新
幹
線
の
直

接
採
用
を
。
ま
た
、
新
幹
線
で

働
き
、
在
来
線
に
戻
り
た
い
と

悩
ん
で
い
る
組
合
員
を
在
来
線

に
戻
す
よ
う
に
。 

●
女
性
が
気
持
ち
よ
く
働
く
た

め
の
、
設
備
環
境
が
全
く
整
っ

て
い
な
い
。
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
委
員
会
等
を
活
用
し
、
意
見

を
集
約
し
、
女
性
が
会
社
に
声

を
届
け
る
仕
組
み
の
確
立
を
。 

●
育
休
を
取
る
組
合
員
が
増
え

る
一
方
、
周
り
に
迷
惑
が
か
か

る
の
で
は
と
、取
得
に
躊
躇
す
る

組
合
員
も
い
る
。
勝
ち
取
っ
た

制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
に
、本
部

の
後
押
し
を
お
願
い
す
る
。

●
可
能
な
限
り
鉄
道
代
行
に
精

力
を
つ
ぎ
込
む
。

●
バ
ス
業
界
の
高
齢
者
や
女
性

の
積
極
的
な
採
用
と
短
時
間
・

短
日
数
勤
務
の
導
入
を
。

●
岡
山
市
が
、
新
規
参
入
業
者

の
低
運
賃
運
行
を
認
可
。
こ
れ

は
ク
リ
ー
ム
ス
キ
ー
ミ
ン
グ

（
い
い
と
こ
取
り
）
で
あ
る
。

行
政
の
課
題
と
し
て
、
署
名
活

動
へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

●
新
幹
線
の
警
備
員
に
よ
る
駅

構
内
・
車
内
の
巡
回
や
列
車
添

乗
の
強
化
は
、
８
月
ま
で
の
暫

定
対
策
だ
が
、
今
後
の
方
針
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

●
岡
山
〜
博
多
の
車
内
巡
回
は

必
要
な
い
の
か
。

●
の
ぞ
み
の
乗
組
定
数
削
減
を

考
え
直
す
べ
き
。

●
新
幹
線
人
身
事
故
対
策
は
、

３
社
共
通
の
取
り
組
み
で
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。

●
ワ
ン
マ
ン
列
車
拡
大
に
伴
う

運
賃
ほ
脱
に
つい
て
の
見
解
を
。

●
新
型
車
発
機
の
取
り
扱
い
が

煩
雑
。
改
善
を
。

●
や
く
も
の
新
型
車
両
は
、
故

障
が
多
く
費
用
が
か
か
る
。

●
女
性
の
視
点・発
想
も
大
切
。

●
短
日
数
適
用
期
間
を
小
学
校

6
年
生
ま
で
に
拡
大
を
。宿
泊
を

伴
う
研
修
の
あ
り
方
を
再
考
。

●
本
部
大
会
で
の
託
児
所
の
設

置
に
感
謝
。

●
踏
切
の
鳴
り
切
り
状
態
は
、

２
次
被
害
リ
ス
ク
が
あ
る
。 

●
山
間
で
は
電
波
不
良
に
よ
る

車
内
補
充
券
発
行
機
が
使
用
で

き
な
い
。沿
線
設
備
の
整
備
を
。

●
育
児
休
職
等
、
短
期
間
の
休

職
時
の
職
務
乗
車
証
の
返
納
免

除
を
お
願
い
す
る
。

●
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
老
朽
取

替
時
の
一
時
的
な
要
員
確
保
を
。

●
育
児
に
よ
る
短
日
数
勤
務
制

度
の
指
定
日
数
が
最
大
８
日
と

な
っ
た
が
、
駅
、
工
務
、
間
接

は
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
。
適

用
拡
大
の
議
論
継
続
を
。

●
運
転
士
へ
出
発
合
図
を
送
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
、乗
務
員
室
ド
ア

を
閉
め
て
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
。

●「
乗
務
員
は
、
異
常
時
は
無

制
限
に
働
か
せ
ら
れ
る
」
と
い

う
乗
務
員
運
用
の
見
直
し
を
。

●
地
震
の
駅
支
援
の
際
、
駅
係

員
か
ら
指
示
が
な
か
っ
た
り
、

軽
装
が
ダ
メ
と
言
わ
れ
、
支
援

が
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
が
い

た
り
し
た
。
指
示
の
明
確
化
を
。

●「
自
力
出
勤
」
に
つ
い
て
、出

勤
方
法
等
、
伝
達
を
統
一
し
て

頂
き
た
い
。

●
作
責
手
当
１
回
１
０
０
円

の
見
直
し
を
。
Ｌ
職
に
は
支
給

さ
れ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

●
精
算
機
で
対
応
不
可
の
乗
車

券
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
回

数
券
等
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、

自
動
改
札
を
通
過
で
き
な
い
。

設
備
改
修
を
要
請
す
る
。

●
新
検
査
体
系
に
お
い
て
、
負

担
が
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
適
正
な
要
員
配
置
を
。

●
シ
ニ
ア
社
員
に
つ
い
て
、
賃

金
に
見
合
っ
た
業
務
に
就
く
な

ど
、
一
定
の
配
慮
を
。

●
育
休
に
加
え
、今
後
は
介
護
休

職
を
取
得
す
る
組
合
員
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。本
部
の
見
解
を
。

●
駅
業
務
体
制
に
つ
い
て
、
遠

隔
Ｍ
Ｖ
の
導
入
に
伴
い
、
お
客

様
介
助
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
対
応

が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
各
地
方
の
意
見
を

重
視
し
た
う
え
で
施
策
を
実
施

し
て
頂
き
た
い
。

●
直
接
部
門
の
制
服
の
貸
与
枚

数
を
３
枚
か
ら
５
枚
へ
。

●
第
三
者
加
害
の
事
象
発
生
時
、

手
続
き
や
着
手
金
と
し
て
、10
万

程
度
の
金
額
を
か
け
て
泣
き
寝

入
り
す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

る
。金
銭
的
な
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。ま
た
、
上
司
も
ノ
ウ
ハ

ウ
が
無
い
た
め
、
個
人
に
丸
投

げ
に
な
っ
て
い
る
。
組
合
と
し

て
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

す
る
。　
　

  

（
８
面
へ
続
く
）
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長


